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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的  

本市では、子どもたちを取り巻く社会の変化や子どもたち自身の変容を踏まえ、義務教育９年

間を見通した系統性・連続性のある効果的かつ魅力的な教育環境づくりのため、小中一貫教育の

推進及び施設一体型小中一貫校の設置の取り組みを進めています。現在、「児童・生徒数の減少に

より小規模化が進む中学校区」「分散進学がない」などの理由から多度地区をモデル地区とし、４

つの小学校と１つの中学校を１つの学校とする多度地区小中一貫校の整備を進めているところ

です。今後も児童・生徒数の減少が進む中、小中一貫教育のより一層の充実を図るため、全市的

に小中学校再編についての検討を進めていくことを目的とし、本調査を実施しました。 

 

２ 調査対象  

市民調査：無作為抽出した満 16 歳以上の市民 3,000 人 

小学５年生とその保護者調査：小学５年生とその保護者 

中学２年生とその保護者調査：中学２年生とその保護者 

教職員調査：市内公立小中学校に勤務する教職員 

 

３ 調査期間  

令和４年 11 月１日～令和４年 12月 16 日 

 

４ 調査方法  

市民調査：郵送配付・郵送回収及びインターネット回答 

小学５年生とその保護者調査：学校配付・学校回収方式 

中学２年生とその保護者調査：学校配付・学校回収方式 

教職員調査：インターネット回答 

 

５ 回収状況  

  配布数 有効回答数 有効回答率 

市民調査 3,000 通 1,190 通 39.7％ 

小学５年生とその保護者調査 1,302 通 1,168 通 89.7％ 

中学２年生とその保護者調査 1,208 通 1,107 通 91.6％ 

教職員調査 806 通 763 通 94.7％ 
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Ⅱ アンケート調査結果からの分析・総括 

 

① 小学校・中学校の規模について  
 

桑名市全体の小学校・中学校の児童・生徒数については、市民および教職員で児童・生徒数

ともに「少ないと思う」と「どちらかというと少ないと思う」の割合を合わせた“少ないと思

う”の割合が４～６割と高くなっています。 

【桑名市全体の児童・生徒の人数をどう思うかについて（市民、教職員）】 

単位：％ 

回答者 対象 

少
な
い
と
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い

う
と
少
な
い
と

思
う 

適
正
だ
と
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い

う
と
多
い
と
思

う 多
い
と
思
う 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

市民 
小学校児童数 28.5 35.1 18.0 2.8 1.5 13.0 1.1 

中学校生徒数 21.1 31.3 22.0 3.2 1.6 13.9 6.8 

教職員 児童・生徒数 7.7 36.7 31.6 6.6 3.1 14.3 0.0 

 

一方で、通っている小学校・中学校のクラスの児童・生徒数については、学校規模により回

答の傾向に違いが生じているものの全体的には、「ちょうどよいと思う」の割合が高くなっ

ています。 

また、小学生・中学生の保護者と教職員における子どもが通う・自分が勤務する小学校・中

学校の児童・生徒数についても、「適正だと思う」の割合が高くなっています。 

【通っている学校のクラスの児童・生徒の人数をどう思うかについて（小中学生）】 

単位：％ 

回答者 

少
な
い
と
思

う ど
ち
ら
か
と

い
う
と
少
な

い
と
思
う 

ち
ょ
う
ど
よ

い
と
思
う 

ど
ち
ら
か
と

い
う
と
多
い

と
思
う 

多
い
と
思
う 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

小学生 6.6 7.1 52.3 16.1 13.8 2.4 1.7 

中学生 2.5 2.9 65.7 15.8 8.9 3.3 0.9 

【子どもが通う・勤務する小学校・中学校の児童・生徒の人数をどう思うかについて 

                         （小学生・中学生の保護者、教職員）】 

単位：％ 

回答者 対象 

少
な
い
と
思

う ど
ち
ら
か
と

い
う
と
少
な

い
と
思
う 

適
正
だ
と
思

う ど
ち
ら
か
と

い
う
と
多
い

と
思
う 

多
い
と
思
う 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

小学生保護者 小学校児童数 18.3 19.3 40.2 7.4 11.5 1.5 1.7 

中学生保護者 中学校生徒数 8.7 14.7 49.4 11.4 10.6 2.3 2.9 

教職員 
小学校児童数 19.3 14.6 41.6 8.2 13.8 2.5 0.0 

中学校生徒数 7.2 18.1 42.2 11.2 18.1 3.2 0.0 
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通っている小学校・中学校の学級数については、小中学生では「ちょうどよいと思う」の

割合が最も高くなっています。 

また、小学生・中学生の保護者と教職員における子どもが通う・自分が勤務する小学校・中

学校の学級数については、小学生の保護者と教職員では、“少ないと思う”の割合が高くな

っていますが、中学生の保護者では「適正だと思う」の割合が高くなっています。 

 

【通っている学校の学年の学級数をどう思うかについて（小中学生）】 

単位：％ 

回答者 

少
な
い
と
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い

う
と
少
な
い
と

思
う 

ち
ょ
う
ど
よ
い

と
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い

う
と
多
い
と
思

う 多
い
と
思
う 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

小学生 14.8 14.0 57.6 5.4 3.5 2.7 2.1 

中学生 4.3 9.3 69.4 7.8 3.4 4.2 1.6 

 

【子どもが通う・勤務する学校の学級数をどう思うかについて 

（小学生・中学生の保護者、教職員）】 

単位：％ 

回答者 対象 

少
な
い
と
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い

う
と
少
な
い
と

思
う 

適
正
だ
と
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い

う
と
多
い
と
思

う 多
い
と
思
う 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

小学生保護者 小学校学級数 22.5 21.2 39.8 3.9 3.8 1.6 7.2 

中学生保護者 中学校学級数 12.0 14.9 51.4 6.0 5.0 2.3 8.5 

教職員 
小学校学級数 26.7 25.1 35.2 4.1 6.6 2.3 0.0 

中学校学級数 14.5 28.1 36.9 7.6 10.8 2.0 0.0 

 

 

市民および教職員は、桑名市全体の児童・生徒数について少ないと感じていますが、実際に

通っている学校の児童生徒数については小学生・中学生、その保護者および教職員は、ちょう

どよい・適正であると感じており、ギャップがあることがわかります。 

少子化が進み、児童・生徒数が減少している中で、市民は自分が学校に通っていた時期と比

べて少ないと感じているのではないかと考えられます。一方で、小学生・中学生とその保護者

は、徐々に減少している現状の児童生徒数があたりまえの状態と感じるようになってきている

のではないかと考えられます。 

また、学級数については“少ないと思う”の割合が、小学生とその保護者と比べ中学生とそ

の保護者の割合が低くなっていますが、これは、中学校のすべての学年で学級数が複数あるこ

とが影響していると考えられます。 
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今後の小学校に望む１学級あたりの児童数については、市民、小学生とその保護者、教職員

ともに、「21～29 人」の割合が５～７割以上と高くなっていますが、国の基準等である

「30～40 人」の割合は教職員を除き３割程度となっています。 

中学校に望む１学級あたりの生徒数については、市民、中学生の保護者、教職員で「21～34

人」の割合が５割以上と高くなっています。一方で、中学生は国の基準等の「35～40 人」

の割合が約５割と高くなっていますが、同程度で「21～34 人」の割合も４割以上となっ

ています。 

 

【あなたが望む小学校における１学級あたりの児童数（市民、小学生、小学生保護者）】 

単位：％ 

回答者 

１
～
１
０
人 

１
１
～
２
０
人 

２
１
～
２
９
人 

３
０
～
４
０
人

（
国
の
基
準
等
） 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

市民 0.3 10.3 51.8 31.4 4.8 1.3 

小学生 1.4 11.8 50.3 30.8 4.5 1.3 

小学生保護者 0.6 10.2 58.2 24.1 2.1 4.7 

教職員 0.2 24.7 72.8 1.2 1.2 0.0 

 

【あなたが望む中学校における１学級あたりの生徒数（市民、中学生、中学生保護者）】 

単位：％ 

回答者 

１
～
１
０
人 

１
１
～
２
０
人 

２
１
～
３
４
人 

３
５
～
４
０
人

（
国
の
基
準
等
） 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

市民 0.2 6.2 50.4 37.5 4.5 1.2 

中学生 0.8 3.5 41.2 49.4 4.4 0.6 

中学生保護者 0.3 3.2 55.3 31.3 2.3 7.8 

教職員 0.8 7.6 84.7 6.4 0.4 0.0 
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今後の小学校に望む学級数については、市民、小学生保護者、教職員ともに国が定める標準

規模である「１学年２学級」もしくは「１学年３学級」の割合が高くなっています。 

また、今後の中学校に望む学級数についても、市民、中学生保護者、教職員ともに国が定め

る標準規模である「１学年４学級～６学級」の割合が高くなっています。 

 

【あなたが望む小学校における学級数（市民、小学生保護者、教職員）】 

単位：％ 

回答者 

複
式
学
級 

１
学
年
１
学
級 

１
学
年
２
学
級

（
国
が
定
め
る

標
準
規
模
） 

１
学
年
３
学
級

（
国
が
定
め
る

標
準
規
模
） 

１
学
年
４
学
級

以
上 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

市民 1.8 3.9 35.4 42.8 6.9 8.4 0.9 

小学生保護者 0.5 4.0 31.8 47.8 9.0 4.2 2.7 

教職員 0.0 0.8 53.9 38.9 1.9 4.5 0.0 

 

【あなたが望む中学校における学級数（市民、中学生保護者、教職員）】 

単位：％ 

回答者 

複
式
学
級 

１
学
年
１
学
級 

１
学
年
２
学
級
～
３

学
級 

１
学
年
４
学
級
～
６

学
級
（
国
が
定
め
る

標
準
規
模
） 

１
学
年
７
学
級
以
上 

ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い
、
わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

市民 0.8 1.1 23.6 65.1 0.8 7.6 0.8 

中学生保護者 0.4 0.4 19.9 69.4 1.5 5.6 2.9 

教職員 0.0 0.4 21.7 70.7 0.8 6.4 0.0 

 

 

小学校・中学校の規模においては、現状の児童・生徒数は、市民は少ないと思ってい

ますが、小中学生とその保護者、教職員は適正だと思っている割合が高いことがわかり

ました。また、現状の学級数は、国が定める標準規模に満たない学級数の学校が半数以

上を占める中で“適正”と思っている割合が高いことがわかりました。しかし一方で、

望ましい小中学校の学級数としては、小学校では「１学年２～３学級」、中学校では「１

学年４～６学級」と国が定める標準規模を望む割合が高くなっていることがうかがえ

ました。 

以上のことから、全体的に児童・生徒同士の人間関係に配慮した学級編制（クラス替

え）ができる学級数を確保しながら、個に応じたきめ細かな指導ができる国の基準等よ

り少ない児童・生徒数を望んでいることがうかがえます。 

しかし、住まいの地域や学校の規模により、差がみられることから、それぞれの現状

や今後の人口の推移等を考慮した検討を行っていく事が必要となります。 
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② 進学先の中学校について  
 

小学校から中学校へ進学する際には、全員が同じ中学校へ進学した方がいいと思うかについ

て、小学生では「そう思う」と「おおむねそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が５割

以上となっており、「あまり思わない」と「そう思わない」を合わせた“思わない”の割合を

上回っていましたが、中学生では“そう思う”の割合が“思わない”を下回った結果と

なりました。 

分散進学発生校に通う中学生と分散進学の発生していない中学校に通う中学生の回答割合

を比較したところ、分散進学の有無による変化は見られませんでした。 

また、中学生とその保護者では、“思わない”の割合が高くなっておりますが、それ以外で

は“そう思う”の割合が高くなっており、それぞれの立場で考えの違いが生じているこ

とがうかがえます。 

 

【小学校から中学校へ進学する際には、全員が同じ中学校へ進学した方がよいか】 

単位：％ 

回答者 

そ
う
思
う 

お
お
む
ね
そ

う
思
う 

あ
ま
り
思
わ

な
い 

そ
う
思
わ
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

市民 17.5 31.4 31.1 14.7 4.8 0.5 

小学生 26.8 25.9 22.1 14.0 8.2 3.1 

小学生保護者 16.5 31.6 33.0 13.1 4.4 1.4 

中学生 18.7 23.3 27.4 17.3 11.2 2.1 

中学生保護者 13.6 30.7 34.2 14.2 5.7 1.6 

教職員 18.5 41.0 30.0 6.8 3.7 0.0 

 

 

分散進学における考え方については、通っている学校によって差はあるものの、小学

生は心配や不安などを抱えながら、中学校に進学することとなり、今までの友達と一緒

に同じ中学校への進学をしたいという気持ちがあることが考えられますが、中学校に

入学すると、新たな友達ができるなど、小学生の時に抱えていた心配や不安などが解消

されたこともあり、“そう思う”の割合が低くなったのではないかと考えられます。 

今後、さらに児童数の減少が進み、分散進学の際、同じ中学校に進む児童が減少した

場合、児童が抱える中学校進学への心配や不安は大きくなると考えられます。 

なお、分散進学を解消するにあたっては、それぞれの学校区の地域特性を十分に把

握、考慮するとともに、通学の安全性など、児童・生徒を第一に考えた検討を行ってい

くことが重要となります。 
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③ 学校の設備について  
 

学校の設備や環境で問題があることとして、市民、小学生・中学生、その保護者、教職員の

すべてにおいて、「学校施設や設備が老朽化していること」の割合が最も高くなっており、

特に教職員では８割以上と高くなっています。 

また、市民、教職員では「災害時に安全な環境ではないこと」の割合も高くなっており、

災害時の避難場所にもなる学校での安全性を求める割合も高くなっています。 

 

【地域の学校や通っている学校の設備や環境で問題があることについて 

                      （市民、小学生・中学生の保護者、教職員）】 

単位：％ 

回答者 

学
校
施
設
や
設
備
が
老
朽
化
し

て
い
る
こ
と 

災
害
時
に
安
全
な
環
境
で
は
な

い
こ
と 

防
犯
設
備
が
充
実
し
て
い
な
い

こ
と 

多
様
な
学
習
活
動
に
対
応
し
た

設
備
が
充
実
し
て
い
な
い
こ
と 

子
ど
も
た
ち
が
快
適
に
過
ご
せ

る
学
習
環
境
で
な
い
こ
と 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
ん
で
い

な
い
こ
と 

十
分
な
学
習
ス
ペ
ー
ス
が
確
保

さ
れ
て
い
な
い
こ
と 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

市民 51.3 23.6 16.6 15.8 12.3 17.2 5.0 19.7 8.2 2.1 

小学生保護者 53.9 16.4 19.2 9.2 8.2 17.0 8.8 24.2 5.0 2.1 

中学生保護者 56.4 17.6 12.9 11.5 9.4 15.0 7.0 24.5 4.0 2.5 

教職員 81.7 35.6 37.5 39.7 34.8 42.4 38.9 2.1 5.1 － 

 

 

今後、学校再編を進める際には、築年数・修繕状況などを踏まえたスケジュール等の

検討を行っていくことが必要となります。 

また、長島地区や川沿いにある一部の学校では、災害時の安全性を心配する割合が高

いことから、災害等への対策にも配慮する必要があります。 
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④ 小中学校の再編について  
 

児童・生徒数の減少が推測される中、子どもたちが学びやすい学校規模にするために望まし

いことについて、「現行の学校の配置が望ましいが、子どもたちのことを考えると学校の

再編を進めることはやむを得ない」の割合が、市民、小学生・中学生の保護者、教職員

のすべてで最も高くなっており、「早急に市全体を対象とした計画を立てて、積極的に

学校再編を進めるべき」を合わせた割合が７～８割となり、“学校再編を容認・推進”

と考える市民、小学生・中学生の保護者、教職員が多い結果となりました。 

“学校再編を容認・推進”する理由として、「多様な友だちと接することで、協調性や社

会性の成長が期待できるから」や「クラス替えにより人間関係に変化を持たせることが

でき、多様な見方・考え方がうまれるから」の割合が高くなっています。 

 

【子どもたちが学びやすい学校規模にするために望ましいことについて 

                      （市民、小学生・中学生の保護者、教職員）】 

単位：％ 

回答者 

複
式
学
級
に
な
っ
た
り
、
児

童
・
生
徒
数
が
極
端
に
少
な

く
な
っ
た
り
し
て
い
く
と
し

て
も
、
現
行
の
学
校
配
置
を

維
持
す
る
べ
き 

現
行
の
学
校
の
配
置
が
望
ま

し
い
が
、
子
ど
も
た
ち
の
こ

と
を
考
え
る
と
学
校
の
再
編

を
進
め
る
こ
と
は
や
む
を
得

な
い 

早
急
に
市
全
体
を
対
象
と
し

た
計
画
を
立
て
て
、
積
極
的

に
学
校
再
編
を
進
め
る
べ
き 

そ
の
他 

無
回
答 

市民 18.0 60.3 17.6 2.8 1.4 

小学生保護者 18.5 63.4 13.0 1.9 3.2 

中学生保護者 15.8 69.5 9.9 1.5 3.3 

教職員 21.6 64.4 10.9 3.1 － 

 

【“学校再編を容認・推進”の理由について 

（市民、小学生・中学生の保護者、教職員）】 
単位：％ 

回答者 

ク
ラ
ス
替
え
に
よ
り
人
間
関
係
に

変
化
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
、
多

様
な
見
方
・
考
え
方
が
う
ま
れ
る
か

ら お
互
い
が
高
め
合
え
、
向
上
心
の
成

長
や
学
力
の
向
上
が
期
待
で
き
る

か
ら 

多
様
な
友
だ
ち
と
接
す
る
こ
と
で
、

協
調
性
や
社
会
性
の
成
長
が
期
待

で
き
る
か
ら 

市民 22.6 12.3 41.7 

小学生保護者 24.9 12.9 39.0 

中学生保護者 25.1 13.8 36.9 

教職員 26.1 15.5 29.9 

  

次ページ 

【“現行の学校配置を維持すべき” 

の理由について】 
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一方で、「複式学級になったり、児童・生徒数が極端に少なくなったりしていくとして

も、現行の学校配置を維持するべき」の割合は２割程度となっており、その主な理由とし

ては、「学校は地域の中核であること」や「先生が学習や部活動を細かく指導してくれ

るから」の割合が高くなっています。 

 
【“現行の学校配置を維持すべき”の理由について（市民、小学生・中学生の保護者、教職員）】 

単位：％ 

回答者 

先
生
が
学
習
や
部

活
動
を
細
か
く
指

導
し
て
く
れ
る
か

ら 学
年
（
ク
ラ
ス
）
全

員
で
協
力
し
や
す

い
か
ら 

学
校
は
地
域
の
中

核
で
あ
る
こ
と 

ゆ
っ
た
り
と
し
た

雰
囲
気
の
中
で
学

習
が
で
き
る
か
ら 

母
校
が
な
く
な
る

の
は
さ
み
し
い
か

ら 地
元
の
よ
さ
を
大

切
に
す
る
子
ど
も

に
育
っ
て
ほ
し
い

か
ら 

市民 8.9 8.9 25.2 15.9 9.8 8.9 

小学生保護者 23.6 15.7 16.7 10.6 6.9 13.0 

中学生保護者 22.3 14.3 20.0 9.7 6.3 14.3 

教職員 16.5 8.5 25.6 18.9 1.8 15.2 

 

また、平成 28年度に実施した「学校教育のあり方に関するアンケート調査」の同趣旨の質問

の結果は、市民では、「クラス替えができなくてもそのままでよい」の割合が最も高く

41.6％、「クラス替えができるよう統合する」の割合が 39.2％となっています。また、教

職員では、「統合することもやむを得ない」の割合が 60.7％、「そのままでよい」の割合

が 35.9％となっており、今回のアンケート調査結果と比較すると、市民の学校再編への

考え方に変化が見られています。これは、現在進めている多度地区小中一貫校整備事業に多

くの市民が関心を寄せていることが影響していると考えられます。 

 

【平成 28年度「学校教育のあり方に関するアンケート調査」結果（一部抜粋）】 

○学校の統廃合等について                           単位：％ 

回答者 

ク
ラ
ス
替
え
が

で
き
な
く
て
も

そ
の
ま
ま
で
よ

い ク
ラ
ス
替
え
が

で
き
る
よ
う
に

統
合
す
る 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

市民 41.6 39.2 17.4 1.5 0.3 

○小規模校への対応について                         単位：％ 

回答者 

そ
の
ま
ま
で

よ
い 

統
合
す
る
こ

と
も
や
む
を

得
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

教職員 35.9 60.7 2.9 0.5 

 

以上のことから、多くの市民が“学校再編を容認・推進”の考えであることがうかがえ、今

後は、市内の児童・生徒数の推移や学校区の特性、児童・生徒の安全性等を考慮した学校再編

を検討し、推進していく方向となることが望ましいと考えられますが、“現行の学校配置を維持

すべき”という考えに対する配慮や検討も行っていく事が必要であると考えられます。  
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⑤ 望ましい通学方法（距離や時間）について  
 

望ましい通学時間、通学可能距離の許容範囲及び通学方法は小学生では、市民、小学生・中

学生の保護者、教職員において「30 分以内」で「２㎞以内」「徒歩」の割合が最も高く、

中学生では、「30 分以内」で「４㎞以内」「自転車」の割合が最も高くなっています。 

 

【児童・生徒の通学時間の許容範囲（市民、小学生・中学生の保護者、教職員）】 

単位：％ 

回答者 

小学生 中学生 

１
５
分
以
内 

３
０
分
以
内 

４
５
分
以
内 

６
０
分
以
内 

時
間
は
問
わ
な

い 無
回
答 

１
５
分
以
内 

３
０
分
以
内 

４
５
分
以
内 

６
０
分
以
内 

時
間
は
問
わ
な

い 無
回
答 

市民 22.4 63.8 8.9 2.8 0.9 1.2 6.3 57.6 23.9 8.4 2.4 1.3 

小学生保護者 15.7 67.3 12.3 2.4 0.8 1.5       

中学生保護者       10.2 67.2 14.8 4.2 1.4 2.2 

教職員 11.9 72.4 13.0 1.9 0.8 0.0 10.4 66.7 20.1 2.0 0.8 0.0 

 

【児童・生徒の通学可能距離の許容範囲（市民、小学生・中学生の保護者、教職員）】 

単位：％ 

回答者 

小学生 中学生 

１
㎞
以
内 

２
㎞
以
内 

３
㎞
以
内 

４
㎞
以
内 

距
離
は
問
わ
な

い 無
回
答 

２
㎞
以
内 

４
㎞
以
内 

６
㎞
以
内 

８
㎞
以
内 

距
離
は
問
わ
な

い 無
回
答 

市民 22.4 63.8 8.9 2.8 0.9 1.2 6.3 57.6 23.9 8.4 2.4 1.3 

小学生保護者 15.7 67.3 12.3 2.4 0.8 1.5       

中学生保護者       21.2 44.7 19.8 3.2 8.0 3.1 

教職員 8.8 50.0 25.5 9.1 6.6 0.0 15.3 41.0 30.5 5.2 8.0 0.0 

 

【児童・生徒の通学方法（市民、小学生・中学生の保護者、教職員）】 

単位：％ 

回答者 

小学生 中学生 

徒
歩 

ス
ク
ー
ル
バ
ス 

公
共
交
通
機
関 

そ
の
他 

無
回
答 

徒
歩 

自
転
車 

ス
ク
ー
ル
バ
ス 

公
共
交
通
機
関 

そ
の
他 

無
回
答 

市民 83.3 12.8 0.7 2.2 1.1 30.6 55.7 7.9 2.0 1.9 1.8 

小学生保護者 71.2 21.9 0.8 3.0 3.1       

中学生保護者      37.0 39.7 16.9 0.6 2.4 3.3 

教職員 87.2 9.9 0.4 2.5 0.0 36.1 53.4 4.8 0.4 5.2 0.0 

 

学校を再編する際に配慮する事項として、「子どもたちの通学（時間・距離・方法）と安全確

保」の割合が高くなっていたこともあり、上記の許容範囲等を考慮した検討が必要となります。
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